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本論丈は,皿-Ⅴ礁化食切手草体り-フである工nP∠り感

晶成長に関する基礎自勺研免えきyめT=もの7'.ある｡以下の

合葺において′徒来り研究域果tt問題点に′う､れrJがう,新

下にこd)j掃究で明らウ､にごれたこと,及t/"今後の視題につ

いてiit:ベT=｡

本論文は8つの葺から成っていろ｡第1葦では,碓来り

LnP結晶戒長l=関する研兜に,う､れながう本月研究り目白勺至明

うかIニし,第2葦では,温度勾配凝固法によるユnP4)バ′レ

ク希吉晶の'合成l:つ`い7述べT=.フフ.1vて,第3量及び第4

葺では,ヤ机でれrmPのL PE成長表面波模様の臭顧的及

び摺諭的解析宅行なフr=｡寮5章7.'は工nP産額e)熱Ln･i堅物

具につし､て第6貴では液相工､ソナングにフいて迩ベT=｡加

えて第7章(11ばrnP LPE成長層の亀如引耳管き禍べ,最

後の第8阜7'.t3,本朝究のすべ､てモ綿満した｡以下,各卑

の内容モ緒単)=紹介する｡

第1車 序 論

本章7tlは,rnP4)皿-V族化合物半導体に占める他置と

¥の工学的応用,並びに徒束の=MP結晶域長三Ltニつレ､て述

べ,併甘て卒研史の位置プけと目白与を明う机こした｡
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第2卑 温度勾配凝固法J:よる工れPの森吉晶成長

本尊でt3.,
,:&度勾配凝即去官用い,化学昔静的組め､う

老子す…れr=溶液中､らC)ユop/i､′レク希右晶の作製に関して述べ

たc ニの方法の特徴13,ま4't伯りんr=下(教ぇ虎) 7tl令戒

モ行fJうT=d)に成長三晶虜書下げる.:とが7'1き,銘品ヰヘ69

年鶴城混入モJi'-rd=くできる: Y.L=ある.更にイ氏足下で成長

さでるT=めIこ,アンプoJレ管等の鳩象り足検がほとんt'lなく

rJるJt7.'ぁ為｡この方諸によL)rmPの奈古晶を作駁しr=紹

果, ;宍のごYポ明うかになっr=｡

低りん足下で成長丁甘ても十分大きrJ単銭亀領域吾もっ

r=バ′レク鯖晶が得られ,奈古晶の亀見的性暫も市敗d)竜6Dと

托r(tぞん色がない.インjtl､ソト全域J=わたリJmP69令成を

行なうT:-_ゎにJ言,成長速度が3mm/h卜l火下で1tJlf丁ればな

うTd-L^｡イ)ゾウムヒりんのチャージ昔4)/%ど人ビl.カこ､JmP

雑品に合成できるたの, L E C法に対する9,結晶原料梨進

法とLて毛効率ゲ良レ､.

集3章 液相成長表面4)三硬模様一丸喰的アフ○ロー千

本車では,且-Ⅴ頒化合喝半導体のLPE成長表面に現

われ呑頒模様d)J性項を, rnP`りLPE成長乏逸して受験的

に明られこした.従泉, LPE成長表面り廊疫L:フいて･3)

/各研究為L-Jリ材料や央線条作がまちきち7r'あるr=め,演
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模様が積々の東嶺/r7メー37 1:よってtL'のように変わるc9

かJニフいて0)奈統的な突､喉がな丁れなか?r:.本所免J=あ

いてl才′
,#型及t/.1積型のL

P E成長装置吉用いて′鳩髄和

虐ヤ墓相の面力他等を変化丁せ7り爽廟を行なフr:｡号の

結果, L PE成長表面J=現わわ点滅の性管とし7次のIと

が明うか/こな?た｡

規模様は銃型や碩型のような成長装針こようg.l一役軌二

見出丁れゐ∴&13=川1)毒しくわ(TOO)低指数面から葛i一

傾いT=表面に現われ,波面l}面の傾き方向に遵角て1､ある｡

成TE,さ5伎面ばか')7'tなく滅の至3何て一億こり,三度の波長Jま

面の頗さJ=ば強く/依有しなしl｡
,-t夜長I才過飽知慮が大きくな

る裾短かくなあ｡鼻収の傾き吾大きくすると,頑膚様13史

定積棟へと変イヒする｡液相エツサンク''7Illま頴頒裸は竣われ

なレl｡

采4葺 液相成長表面の頒模様一喪廟と増諭とりfヒ乾-
●

本尊でJl, L P E成長表面に現わ机る…度積様e9増論的解

析き試み,第3卓で縛られた波模様4)央厳的ほ質とe9上ヒ蕨
●

検討書行なフた｡理論的解析.3 Mo←photo9ICaL St久』iLit/
ヽ

増給皇LPEゑに適用L,初期め摂勃とLて伯才旨教面カ､ら

傾し､た基頼表面上I=現わ祈る無数のステ､ソフD吾J%え,Iの.

ステ､ソ7oボ成長条イ判こよってZllのように変化するか生絹諭
●

的に明らかJ=しT=b ギの結界,寡3車71'見出Jれた泉頓を
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軌き,ここて'掘閏丁れた増論によりすべて矛盾なく説明さ

れあことが令かフた｡

第5章InP基禰の熱血摺効泉
●

本卓では, L PE成長漣軌t^前の昇温度が飽知過矧こお

いて産額o)･針ナ呑熱即壁効果を喪廟軌こ甥廃した｡7K泉が

ス展観見で熱怨増曳験も行なフた場食,熱懲増温度4lt650
●

oC 以上で基頻泉南4)碩壊は激しくrJ=あ傾向ollみぢれr:｡
･

ニの熱即空知果を少fd-くするr=ゎに,本禰史で)3=,藤岡丸.

q.スY_して水素とア)Lコ‖ンの混合Q.ス喜周レ､7のく熱RDTLi堅央

､験喜行なフた｡ぅの縮乳,教処理場度z7l･
700｡Cの場合,

教工､ソナン7'tせを主に抑えることが7'lさ呑:tLき見出し
T=.

壌6車InPの湘工､ソナング

本尊では,液相工､./ナン7''喪､験書家線的に行なうと.と舌

に,碓束あをり知られていないインジウム溶液中の･Jん4)

拡散イ糸教皇算定した｡工､ソナ1グ央験は兼餌和溶液亨伺い,
■

△T(工tyケン711過度と溶液飽知遇度の鼻)及び時間を食化

させて行なフた｡各工tyケン9't表面4)詳細な観廃り奈古果,

)好のIyポ明らかになっr=｡

工､ソナン7'.表面IS△Tが大きし､プ捜,まT:==､ソナニ?'1時間
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が長レ､確乎坦になる｡ InP甚叔4)熟知胡効果を申J)挽き,

鼻面を乎うにするf=ゎに′きAT阜70oC以上l:し′ 10分明

もしくぼヤれ以上工､./ケンク''享行なう､ガ要があhl｡工､リサ

}71'表面と成長表面yIIJマクロ的lこもミクロ的)=も仝く異

なあ.

更に′
一次iE,及び二;k元LPE.iーlニ対し7数値解析を行

なL^,工､ソナ17'.骨のテーl一夕と比破顔討すを=y_tこよって′

イ〉-)''ウムヰのりんの抵敢帰敬を算定した｡ヤの絡畢ノ故

斬イ素敵ま,650oC7.I 4～6スfO~4- c川ysec の嘩をとるご

とオご結論す■'lけられT=.

常7章InP LPE成長層o)電鼻白j･I生賃

太章では,工nP L P E成長周の電如勺,性質ポ喪磯舟竹に

よリビ､o)ようJ:度わるd)かき明らかにした.ます一■,イン与り

ウム〆′しトモ長時間7k弄､雰風見中7'tB久いng･しT=後LPE

頼長吉行なった域合′ JnP成長凋の亀如勺′性闇ポ属しく改

善ti机た｡更に, :の方法によっ7,偲キて･)ヤ濃度7''低

温に3{け為穆知慮の高レ一緒晶ポ再現･Juく作られ得呑:立

そ示しT:c ;冗に,成長過度芝変イヒ丁ビた場谷(600-700･C),

成長温度の上昇につれてキャリヤ濃度ポ低下し,移斬度が

上昇す呑傾向が見出された｡ =こで得られた続晶0)キャリ

ヤ濃度lき′低い毛d)71t 1･O x lO'Fcm13 (ワワ｡K),移朝顔は高

レ､もので 4･Z300 cm2/v･sec (r7r7｡k)て‖あった｡二の罷免
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